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　 最も人口の少ない鳥取県は、平成15年に戦後最高となる9,302件以降、7年連続で減少、また四国で高知県
とほぼ同じ人口の徳島県では、平成15年の12,369件をピークに減少し、平成22年には7,000件を下回っている。
　 一方、高知県は、平成20年まで1万件超えで推移していたが、平成21年に1万件を下回り、平成22年には
8,000件台まで減少しています。
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追加資料１

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

高知県 10,952 11,165 10,439 9,751 8,689 

鳥取県 6,838 6,261 6,005 5,845 5,189 

徳島県 9,111 8,518 8,451 7,389 7,108 
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　 刑法犯に占める割合の高い犯罪は、窃盗犯で、全国では、平均75.6%を占めており、刑法犯の発生が最も少
ない鳥取県でも窃盗犯が71.5%を占め、四国内では徳島県が72.3%であった。
　 一方、高知県では、刑法犯に占める窃盗犯の割合が77.8%で、全国平均を上回っている。鳥取県及び徳島県
と比べたところ、住宅対象の侵入盗は3県とも同程度であるが、ひったくり、オートバイ盗、自転車盗の発生が鳥
取県や徳島県より多発している傾向にある。
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H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

高知県 398 371 305 370 244 

鳥取県 327 270 248 314 214 

徳島県 372 323 328 266 231 
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高知県 116 35 46 75 41 

鳥取県 13 17 8 4 7 

徳島県 33 17 20 9 5 
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高知県 483 813 713 803 433 

鳥取県 71 44 43 31 46 

徳島県 345 203 148 117 160 
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H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

高知県 2,665 2,764 2,709 2,512 2,472 

鳥取県 1,077 1,146 1,154 1,024 1,143 

徳島県 1,799 1,737 1,675 1,616 1,703 
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